






























































i = t + 1 (mod 2)の格子点にある(ぬ，ムi)の時刻tでの局所写像は
(zt+14?ム件1i) =制?ムtMnhl;(st4-1十九1)]) (2) 
ここで、 kは正のパラメー一方、 i= t (mod 2)の格子点についてはいt+lゎムt+li) = (xtゎムら)• 
タであり、 f(xtゎム九)は次のように書かれるBernoulli写像とする。
(3) 
2(Xti十s九)f(x九，ム九)= す -s 
l+s九ム九
ここで、写像f(x，ム)の不連続点はx=ムに位置し可変であり?スピン変数Siをf(xゎムi)の記号




J(s)をスピン配位 S三 {Si}お 1に対応する状態{Xi，ム}お1の集合とする。すると、 J(s)上の自
然測度は、 μ(J(s))= const. X exp[(k/2)玄おIS山 +1].で与えられる。さらに、初期確率分布が
自然測度としたとき、スピン配位 Sから別のスピン配位s'への遷移確率T(sls')はT(s2tls2t+l)= 





記号列[s]三 (AA ，sP一1)があるとしたとき、 [s]に対応する周期点XO三 {XOゎムOi}お 1を発
見することを試みる。{ム九}とる1は定義により直ちに記号列から決まる。 XP三 FP(XO)のある成




















Q([s])ニ exp[-lnID(u) FP(XO)Il/Z. (4) 














量 -2ごと;518484+1/N のアンサンブル平均が次のように得られる εN 三一乞仁'~Lお1 ムsti+d(Np).
































する。このため、 t> iAの時間領域で、 (A(st))Q三乞[slQ([s])A(st) c:= (A(s))μ三Lsμ(J(s))A(s)
が成立する。
この性質を用いると、 A(s)の時間平均の期待値が次のように評価できる。〈ε口A(st)/p)Qc:= 
L;~Ol (A(st))Q/p+(p-i A)(A(ル/P 周期p を緩和時間 'TA よりも長くとれば、 (Lf':~A(グ)/九三
(A( s)μとなる。ここで、緩和時間はエルゴード時間 ieよりもずっと短いことに注意すると、周
期 p は 'TA~P~ 九のように有限にとれることが分かる。
最後に、 A(s)がεNのような巨視的物理量である場合を考える。大数の法則は、定常状態にお
ける、このような量の揺らぎは大自由度の極限で無視できることを主張する。したがって、 Q([s])
によりサンプルされたほとんど全ての記号列 [s] にたいして、2:f，二.~A(st)/p c:= (ε?二ciA(st)/p)Q 
が成立する。



















は8du/(8gu ID(u) FP(XO) 1)と見積もられる。このととは、周期点XOを数値的に発見する確率が









(q = q/3 -ln((Ej十dEj)qj3)と書くことができる [6]。ここで、 Ejはj番目の shellのエネルギー散
逸率である。自己相似性により(.)を慣性領域での多くの異なる shellに関する平均で置き換える
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